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課室名:課室名:福祉政策課

内線:内線:3567

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成23年度～
平成29年度

会計 款 項 目

一般会
計

社会福
祉費

民生費 障害者福祉費

説明事業

発達障害者支援体制整備事業費

戦略項目

担当名:担当名:発達障害対策担当

発達障害者支援法第5条、第6条、第13条、第23条 01　　　子育ての安心

020203　障害者の自立・生活支援

予算額

決定額 △16,886△16,886

現計額 74,54974,549

△1,664△1,664

14,44314,443

△15,222△15,222

60,10660,106

57,66357,663

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

国庫支出金
一般財源

番号

発達障害地域支援事業

１　事業の概要

　発達障害児・者やその家族が地域で安心して生活して

いくために、発達障害に適切に対応できる人材の育成や

専門職による保育所等への巡回支援を行う。また、親へ

の支援として子育て応援講座を実施する。

現場研修の日数が見込みを下回ったこと等による減額。

（１）発達障害児支援人材育成事業　　　△ 2,746千円

巡回支援施設数が見込みを下回ったことによる減額。

（３）子供の発達支援巡回強化事業　　　△ 9,771千円

２　事業主体及び負担区分

（１）(県10/10)　一部(国1/2・県1/2)

（２）(県10/10)　一部(国1/2・県1/2)

（３）(県10/10)

（４）(県10/10)

３　地方財政措置の状況

(区分)社会福祉費

(細目)障害者自立支援費

(細節)障害者自立支援費

(積算内容)地域生活支援事業費等補助金

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×2.5人＝23,750千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　発達障害児支援人材育成事業
　　　(ｱ)　市町村職員の人材育成(5月～10月)
　　　　　 発達支援マネージャー育成研修の実施
　　　(ｲ)　保育所・幼稚園・地域子育て支援センター職員の人材育成(6月～12月)
　　　　　 発達支援サポーター育成研修、保育所等管理職研修の実施
　　　(ｳ)　医療・療育の専門職の人材育成(6月～12月)
　　　　　 医師、保健師、作業療法士・言語聴覚士・理学療法士・臨床心理士等を対象とした研修の実施
　　イ　子供の発達支援巡回事業(4月～3月)
　　　　　発達障害の専門的な知識を有する者が保育所・幼稚園・障害児通所施設等を巡回し、
　　　　　発達の気になる子供への適切な対応方法を保育士や親等に助言・指導する。
    ウ　（新規）子供の発達支援巡回機能強化事業
　　エ　発達障害児親支援事業(6月～12月)
　　　　　親のストレスの解消法と育児のコツを学ぶ子育て応援講座を開催する。
（２）事業計画（当初計画）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ｳ)専門職研修：650人、現場研修：175人日

　 （ウ）委託料：実施施設数及び実施回数が見込みを下回ったため

　　ア　発達障害児人材育成事業　　　(ｱ)マネージャー：全62市町村100人 (ｲ)サポーター：1,000人 管理職等：300人

　　イ　子供の発達支援巡回事業　　　幼稚園、保育園等：215施設、延べ430回　障害児通所施設：20施設、延べ400回
    ウ　子供の発達支援巡回強化事業　(ｱ)県委託事業：215施設 延べ645回　(ｲ)市町村補助：828施設　延べ2,484回
　　エ　発達障害児親支援事業　　　　県内4か所で開催
（３）事業効果
　　　発達障害児・者やその家族を地域で支える体制が整う。
（４）補正の理由
　　(ア) 現場研修の実施回数及び講師謝金等が見込みを下回ったため
　　(イ）委託料：実施施設数及び実施回数が見込みを下回ったため

(単位：千円)

（２）子供の発達支援巡回事業　　　　  △ 4,369千円

分野施策


